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♪文化の薫る、技が輝く穏やかな一日 ～地域文化体験講座～ 

１１月７日（金：立冬） 暦の上では「冬の始まり」でしたが、本校の大事

な行事のひとつである「地域文化体験講座」が、秋の穏やかな雰囲気に

つつまれながら開催されました。本年度も校区内外から２８名の講師の皆

様にご来校いただき、生徒の興味関心によって分かれる１２の講座と学年

ごと心も体も開放して踊る２講座、合わせて １４ 講座を開設しました。 

本校区の“強み”のひとつは、生徒の充実した学びにつながる優れた

教育力がたくさんあるということです。この地域文化体験講座もその一つ

で、生徒は、学校だけでは味

わうことのできない「文化の

薫り」や「輝く技」を地域の皆

様と関わりながら楽しむこと

ができました。講師の皆様の

お力添えに感謝申し上げま

す。ありがとうございました。

生徒の振り返りを紹介します。 

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 

◎  私は、「アレンジ花」を体験させていただきました。…グルーアイス・ヒムロス

ギなど、聞いたことのない花材ばかりで、とても貴重な体験ができたと感じて

います。…最後に先生の作品を見た時は、私のとは違って、見る人の心をつか

むような素敵な作品でした。今回作らせていただいたアレンジ花は、クリスマ

スなどに飾り、素敵な思い出にしたいと思いました。 （２年 髙橋愛那） 
 

◎  僕は、今まで将棋をしたことはあまりなく、少し不安でした。しかし、友達や先

生とやると将棋の楽しさを改めて感じることができました。先生の指し方や戦

略を見ていると「さすがだな」「次元が違う」と驚かされ、「いつかこのレベル

で将棋をしたい。」とまた将棋に熱が入りました。講座の後、先生が、「将棋を

うまくなるのもいいけれど、相手に『負けました。』と言えるようになるのも大切だ。」とおっしゃっていました。…先生

方のように、将棋だけでなく、礼儀やマナーを守る人になりたいです。   （３年 高橋慶樹） 
 

◎  中学校生活最後となるこの地域文化体験講座。私はずっと

楽しみにしていたお菓子作りを選ぶことができました。私自

身、料理やお菓子作りをするのは少し苦手で、うまく作れる

かとても不安でしたが、先生が一つ一つの作業を丁寧に教

えてくださり、分かりやすく、スムーズに作ることができまし

た。部活動を引退してから、後輩との関わりが少しずつ減っ

てしまい悲しい気持ちでいました。今日の活動を通して他ク

ラス・他学年と話したり、笑い合ったりしながらお菓子作りが

できてとてもよかったと思いました。 （３年 近野心絢） 
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～生徒の安全な登下校に関する対応～  
連日、全国各地で発生するクマ等の野生動物に関する

事案の報道が続いております。本市においても先月末の

沖郷地内でのクマの目撃情報から始まり、人的・物的被害

もあり、全国ニュースにも取り上げられる状況です。 

本校では、１０月２９日（水）早朝、保護者の皆様へ『生

徒の安全な登下校』に関するお願いをメールにて発出さ

せていただきました。主な内容は、スクールバス通学の生

徒以外は、「できうる限り保護者による送迎」というもので

した。当初、期間を限定してのご依頼でしたが、当該個体

の様子や宮内・金山・漆山地内での目撃情報が相次ぎ、

今月７日（金）までの間に、『生徒の安全な登下校に関するお願い』の文書を４度、発出いたしました。 

この間、市教委、警察、各小学校の他、関係機関との連携を密に情報を収集・精査し、注意喚起に必要

な情報を保護者の皆様にお知らせするとともに、生徒の安全な登下校等に関する対応を熟考し、判断し

てきたところです。 

保護者、そして、ご家族の皆様におかれましては、急なご連絡、度重なるお願い、また、様々な報道があ

る中、本校の対応に関してご理解をいただき、冷静にご対応いただきましたこと、深く感謝申し上げます。

おかげさまで、現在、本校生徒は、落ち着いた状態で、通常の学校生活を送ることができております。 

現状を踏まえれば、野生動物に起因する安全管理について、これまで以上に“近くに常在しているも

の”として対応しなければならないと考えます。引き続き、安全指導の徹底・関係機関との連携強化を図

るとともに、さまざまな活動の終了時刻をそろえ、できる限りまとまって下校できるようにいたします。ご家

庭におかれましても、下校・帰宅時刻の確認や家を出る際の注意喚起のお声がけ等お願いいたします。 

また、１１月１８日（火）から、漆山地区、吉野・金山地区の冬季スクールバスの運行が始まります。停留

所からご自宅までの危険個所等についてもご確認ください。 よろしくお願いいたします。 

 

≪ 創立１５周年記念鉛筆 ≫ 
「生徒が使うものを…。」と教育

振興会からの助成をいただき、「祝 

創立十五周年記念」と刻印された

鉛筆と「令和七年度生徒会スロー

ガン『まごころ』」と刻まれた赤鉛筆

を作成し、生徒に配付いたしました。 

不思議と、実力が存分に発揮で

きるような鉛筆です。どうもありがと

うございました。 

 
先月末より、市内小中学校において、インフルエンザ

A の集団発生がみられたため、学級閉鎖等を実施され

ております。例年よりも早いインフルエンザの流行にあ

たり、本校においても、いつ流行ってもおかしくない状況

と捉え、基本的な感染症予防対策（うがい・手洗いの励

行、十分な睡眠時間の確保等）を指導

しています。この点、家庭と連動して進

めてまいりたいと考えます。どうぞよろし

くお願いいたします。 
 

宮内中学校公式 HP（https://miyatyu.sakura.ne.jp）公開中！ 

日常の学校生活の様子を紹介しております。どうぞお立ち寄りください。 

宮中生の活躍は、  『宮内中学校』で検索     ポチっと♪ 

← QR コードからもリンクします。 
 

※ 校地内を一方通行にした登校時の様子 


